
 

  

やよい台 だより
療養課  

 2Fフロアでは、敬老のお祝いとして大きなスクリーンを使って紙芝居を行いました。薄暗い

中で大画面に映し出される映像は、さながら映画館のような感じでした。紙芝居を読むスタッ

フも演技力をいかんなく発揮して、大変盛り上がった敬老会になりました。 

通所リハビリ     敬老週間 

コロナ渦になってからボランティアさんによる様々なイベントは中止になっていましたが、9/11～9/16の敬老週間に、四年ぶりに踊りや演奏をしていただきま

した。ご利用者様の中にはボランティアさんの生演奏を初めて観る方もおり、大変喜んでいただけました。アロハの演奏と踊り、大正琴の合奏団、金管楽器による

アンサンブルに加え、やよい台仁の母体である医療法人敬生会のクラブ活動「十慈堂合奏団」によるオカリナの演奏もありました。 

ボランティアさんには、三日前からの検温など感染予防にご協力をいただきました。これからも感染対策にはできるかぎり予防をしたうえで、イベントを増やし

ていきたいと思います。 

 

 おめでとうございます！ 
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リハビリ課 

ともろー訪問看護ステーション 

暑い日が続いていましたが、秋らしさを感じる日もでてきました。 

寒いときにはホッカイロや湯たんぽを使うこともあるかと思います。今回は低温やけどにつ

いてお話します。 

 

「低温やけど」とは、44℃～50℃前後のものに皮膚が直接、数分から数時間にわたって触

れ続けることで起きます。50℃に近いものだと、数分触れているだけで起こることもありま

す。また、皮膚が薄い方は、低温・短時間でもやけどを起こすこともあります。低温やけど

は、皮膚の奥で症状が進行するやけどです。「高温やけど」と同じように重症化することもあ

りますので、やけどをみつけたら軽視せず流水で冷やし、病院を受診しましょう。 

 

 

同心協力 

白丈をついた女性が歩道橋を登って行く。 

後から追いついた人が「大丈夫ですか。 

さぞご不自由でしょう」と声をかけた。 

「私は生れつき目が不自由ですから、不自由かどうか分かりません」。 

横断歩道を渡ろうとしている車椅子がある。段差をうまく乗り越えられるか、手伝ったものかど

うか気になって見ていると、「何をジロジロ見ている。車椅子がそんなに珍しいか！」と怒鳴られ

た。 

座席を譲ったら「私がそんな年寄りに見えますか？」であり、「こうして吊り革につかまらず足腰

を鍛えているんですから、余計な気遣いは結構です」だったり・・・。といった話はいくらでも

ある。 

 

いつからどうしてこんなトゲトゲした社会になってしまったのだろう。 

困ったことがあったら気楽に「ヘルプ！」と手を挙げ、気づいた人が快く「オウ（応）」と応えて

手を貸す。そんなことが当たり前の世の中だったらどんなに・・・と思うのです。 
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ともろー 

 【 自 宅 で で き る 腰 痛 体 操  】 

やよい台仁の献立 

国民の 80％が一生に一度は「腰の痛み」

を経験するそうです。腰痛の原因が分かって

いる時は、安静 や医師の指示に従う必要が

ありますが、その後に過度な安静や痛みへの

不安を抱えてしまうと、腰痛慢性化の原因に

なると言われています。腰に痛みを感じても

できるだけベッド安静をせず、早期から徐々

に活動することが推奨されています。今回は

自宅で寝てできる体操を紹介します。 

引用：理学療法ハンドブック シリーズ 3 腰痛 

 【低温やけどにならないためには】 

・使い捨てカイロは肌に直接触れさせない。足やお尻はやけどに気づきにくいので注意。 

・湯たんぽ、電気あんかは就寝時に使わない。寝ている間はやけどに気づきにくいです。 

 寝る前に布団を温めるために使い、寝るときは布団から出してください。 

・電気毛布やホットカーペットは、タイマー機能を使用しましょう。 

 

著:佐久友朗 


